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１ 教育委員会委員の任命について 

 

教育委員会委員（定数６）のうち、川上美智子氏が令和５年４月１５日 

付をもって任期満了となるので、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第２項の規定に基づき、議会の同

意を得て、次の者を任命しようとするものである。 

 

 

 

 

      富  田  敬  子 

 

      昭和３３年１月９日生 

 

 現住所  茨城県水戸市 
 学 歴    平成１３年 ５月 米国フォーダム大学大学院社会学博士課程修了 
 職 歴  昭和５５年 ４月 財団法人国際開発センター入職 

昭和６３年 ５月 国際連合経済社会分析局入職 
平成１６年１２月 国際連合経済社会分析局人口部人口移動課長 
平成１７年 ８月 国際連合アジア太平洋地域経済社会委員会 

社会開発部人口・社会統合課長 
平成２１年 ６月 国際連合経済社会局統計部次長兼人口社会 

統計ブランチチーフ 
平成３１年 ４月 常磐大学・常磐短期大学学長 
令和 元年 ９月 茨城県国際交流協会評議員 
令和 ３年 ６月 厚生労働省社会保障審議会臨時委員兼人口 

部会員 
令和 ３年１１月 国立社会保障・人口問題研究所評議員 
令和 ５年 １月 総務省統計委員会委員 

 
 【任命理由】 

教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２条に基 
づき、地域の学校教育、社会教育、文化、スポーツ等に関する事務を担 
当する機関として設置されるもので、教育長及び６人の委員をもって組 
織される。 

候補者は、豊富な国際経験を有するとともに、常磐大学・常磐短期大
学学長、茨城県国際交流協会評議員、国立社会保障・人口問題研究所評
議員を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 

教育委員会においては、これらの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、教育委員会委員として適任であり任命しようとする 

ものである。 
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２ 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員の任命について 

 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員（定数１２）のうち、１名が欠員と

なっているので、漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１３８条第１項

の規定に基づき、議会の同意を得て、次の者を任命しようとするものである。 
 

 

 

 

 

            鬼 沢 弘 明 

 

      昭和３０年７月１４日生 

 

 現住所   茨城県行方市 

学 歴  昭和４８年 ３月 茨城県立玉造工業高等学校卒業 
職 歴  昭和５０年 ４月 茨城トヨタ自動車株式会社入社 

平成２２年 ４月 麻生漁業協同組合監事 
平成２８年 ４月 麻生漁業協同組合代表監事 
令和 ４年 ４月  麻生漁業協同組合副組合長（理事） 
令和 ４年 ９月 麻生漁業協同組合代表理事組合長 

令和 ４年 ９月 霞ヶ浦地区トロール部会副部会長 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条第１項の規定に

基づき、その海区における漁業に関する事項を処理する機関として設置

されるもので、１２人の委員をもって組織される。 

候補者は、漁業者として、永年漁業に従事し、漁業に関する識見を有

するとともに、麻生漁業協同組合代表理事組合長を務めるなど、幅広い

視野を有している。 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした

役割が期待できる。 

以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り、任命しようとするものである。 
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